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会社概要

会社名 株式会社LayerX（レイヤーエックス）

創業 2018年 8⽉1⽇

資⾦調達額 282.6億円

主要株主⼀覧

従業員数 646名（2026年3⽉末時点）

代表取締役 代表取締役CEO 福島 良典  
東京⼤学⼤学院⼯学系研究科修了。2012年度IPA未踏スーパークリエータ認定※。2016年Forbes Asiaよりアジアを代表する
「30歳未満」に選出。2012年⼤学院在学中に株式会社Gunosyを創業、創業よりおよそ2年半で東証マザーズ（現東証グロース）に
上場。LayerXが2社⽬の起業。

代表取締役CTO 松本 勇気  
東京⼤学⼯学部卒。20代後半で数千⼈企業の⼤⼿IT企業のCTOとして600名のエンジニア組織の技術組織改⾰を推進し、その
後LayerXへ参画。Microsoftの⽇本最⼤級のイベントで基調講演等にも登壇。⽇本CTO協会理事。

事業ポートフォリオ ‧バクラク事業  （バックオフィス業務をAIとBPOで⾃動化推進するサービスの開発‧販売）【全企業対象】
‧AI Workforce事業（⽣成AIを活⽤した汎⽤AIワークフロー製品の開発‧販売）【⼤⼿企業対象】
‧Fintech事業    （証券化された⾦融商品を作る‧売る‧運⽤を⾏う事業）【法⼈‧個⼈投資家対象】
‧セキュリティ事業（AIエージェントによる⾃律的なペネトレーションテストを提供）

※「IPA未踏」とは【突出したIT⼈材】を発掘して育てる国家事業のことで、
そこで特に優秀であると評価された者に「スーパークリエイター」の称号が授与される
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⾃⼰紹介

飯沼 広基（いいぬま ひろき）
株式会社LayerX 執行役員
（バクラク事業部プロダクト担当）

東京ガス株式会社にてハードウェアエンジニア、株式会社グラ

ファーにて事業開発、株式会社LayerX バクラク事業の複数プロ

ダクトの企画を経て、現任。

バクラクシリーズ各製品の企画責任者。

株式会社グラファーでは、自治体向けのソフトウェアを展開。自身

の関与したプロジェクトは東京都、神戸市、福岡市、京都市、北九州

市など広域自治体/政令市/中核市など述べ数十の自治体DXプロ

ジェクトに関与。

略歴

● ハードウェアエンジニア

● プロジェクトマネージャー

● プロダクトマネージャー

事業開発
ハードウェアエ

ンジニア

プロダクトマ

ネージャー

バックグラウンド

● 事業開発

● 自治体向けソフトウェアの立ち

上げ・導入支援
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LayerXの強み

⻑期的なサービスのご提供を
前提として、⼤規模資⾦調達を実施。

安定した事業基盤のもと
サービスを提供

POINT 01

事業基盤
282.6億円の資本と

銀⾏からの出資による
安定した基盤

POINT 02 POINT 03

AI技術の実装
専任エンジニアによる

製品へのAI組込み

最先端モデル活⽤だけでなく、⽤途に
応じたAIエンジンの⾃社開発も。

すでに実運⽤で使える多くのAI機能が
多数リリース済。

AI-OCR AI-Agent 個別学習

国内有数の技術力

CTO経験者多数、圧倒的
な開発スピード

有名企業のCTOや技術責任者など
国内トップレベルの精鋭エンジニアが

多数在籍。他社を圧倒する速度で
新機能追加と新サービスをリリース中。
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シリーズ累計導⼊社数 20,000社以上 中⼩企業から上場企業まで幅広いお客様にご利⽤いただいています

製造 不動産‧物品賃貸 情報通信

建設‧運輸 施設‧店舗運営 ⾦融‧保険

卸売‧⼩売 ⼠業事務所 ⾮営利法⼈
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バクラクによる⾃動化とデータ連携

債権債務

⼈事労務
管理

会計システム
/ERP

(基幹システム)

⽀払申請

経費精算
事前
稟議

法⼈カード

受領代⾏取
引
先 ⽀出管理

データ活⽤

帳票発⾏ ⼊⾦管理

バクラクは、基幹システムに記録するためのデータをAIによって⾃動的に処理し、連携を⾏います。
幅広いバックオフィス領域をカバーし、組み合わせることでより最適な企業運営へと繋がります。

ヘルプ
デスク

契約
作成

レビュー

保管

管理

給与
⼈事労務 ⼊社∕退職⼿続き

労務申請

給与計算

年末調整

給与明細

給与

⼯数管理
勤怠

勤怠管理

マイナンバー管理

従業員‧家族情報管理
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バクラクシリーズの特徴

⻑期的なサービスのご提供を
前提として、⼤規模資⾦調達を実施。

安定した事業基盤のもと
サービスを提供

282.6億円の資本⾦
安定した基盤

専任エンジニアによる
AIの⾃社開発

専任エンジニアチームによる
開発体制。社内開発チームの

中における最⼤⼈数を
AI-OCR開発体制に投下

AI-OCR AI-Agent 個別学習

2週に1度アップデート
⾼速開発‧改善に定評

⼿⼊⼒

AI(⼈⼯知能)によって
業務そのものをなくす

⽬視チェック 差し戻し 会計システムへ
⼿作業で連携

アップロード AIが⾃動で分割‧読取‧
ルールチェック

会計システムへ
⾃動連携

連携性の良い
オールインワン製品

組織図に合わせ
申請経路が

⾃動的に設定

稟議と請求書
⾃動的に突合

請求書受
取

経費精算

申請

法⼈カー
ド

⼀つのIDで
ログイン可

能

POINT 03

リアルタイム
データ活⽤‧分析

⼿⼊⼒

AI(⼈⼯知能)によって
業務そのものをなくす

⽬視チェック 差し戻し 会計システムへ
⼿作業で連携

アップロード AIが⾃動で分割‧読取‧
ルールチェック

会計システムへ
⾃動連携

POINT 02POINT 01

連携性の良い
オールインワン製品

カード明細が
⾃動で連携‧領収

書とマッチング

組織図に合わせ
申請経路が

⾃動的に設定

稟議と請求書
⾃動的に突合

請求書受取

経費精算

申請

法⼈カード

⼀つのIDで
ログイン可能
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バクラクは、バックオフィス業務を⾃動化する
AIエージェントを提供するクラウドサービスです。

AIが⽇々仕事を進め、⼈は結果を受け取り判断に集中する。
作業を楽にするのではなく、その作業が無くなる状態を。
⽉次を待つ経営から、⽇々意思決定できる経営を実現します。

中⼩企業から⼤企業まで、15,000社を超えるお客様の
働きやすい環境づくりと事業成⻑を⽀援しています。

AIエージェントで
業務を⾃動運転する
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バクラク ⾃動運転(Autopilot)が⽬指すもの

「⼊⼒補助」の先へ ― 業務を“⾃動運転”するプロダクト群 
AI Copilot：従来

ヒト主体の“⼊⼒補助”

必須⼊⼒の補助
経費科⽬にタクシー代と⼊⼒したら

メモ欄に同乗者と⽬的を⼊⼒依頼

部分的な⾃動⼊⼒
OCRで領収書の内容を読み取り→

書かれていない項⽬は⼈間が記⼊する

ヒトが業務を進める
⼈が確認し、⼈が差し戻しをする。

⼈がその後のシステム連携処理を実⾏

AI Autopilot : ⽬指す世界

業務の“⾃動運転”

AIエージェントが⽂脈で処理
固定ルールではなく

AIが⽂脈を理解して個別対応

業務プロセスを⾃律実⾏
受取→処理→承認→完了まで

⼈は「確認‧判断のみ」の世界

AIエージェントがシステム連携
組織図‧マスタを共通利⽤し、
エージェントがシステムと連携

AI Managed：その先

経営の“参謀化”

浮いた時間を戦略業務へ
コスト削減‧投資判断などの

意思決定に集中

攻めのバックオフィス⽐重を増加
帳簿を作る/⽉次を締めることから

経営分析の領域までカバー

会社全体の売上‧⽣産性向上
バックオフィスが会社のアウトカム

を⾼める経営の参謀に
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 導⼊時
⾃動化は部分的

AIによる⾃動化ループで⾃動運転が進む仕組み

 ⼈とAIが処理
受領‧OCR‧

仕訳推薦‧確認⽀援

3か⽉後
会社ごとの判断を学習

仕訳‧承認の
確認件数が減る

⼈が判断
‧修正

承認や修正、差し戻し

 ⾃動化率が改善
⾃動化に近い処理の

⽐率が上がる

 AIが⼈を学習
会社ごとのルールや
判断パターンを蓄積

1年後
⼀致度の⾼い処理は

⾃動承認
⼈は例外と改善に集中

１

4 2

3

START

Step2:  
ナレッジを溜める

Step3:  
⾃動化を磨く

Step1:
⾃動化ループを閉じる

 使えば使うほど、⾃動運転が進む仕組み



技術的な仕組みについて
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ワークフロー型 vs エージェント委任型の⼆元論が議論の本質ではない

本質は「制御フローを誰が持つか」

分かれ⽬は「LLMが⼊っているか」ではない。
制御フローを誰が持つか — ⼈間が事前にコードで書くか、モデルが実⾏時に推論するか。

予測可能性 Predictability
⼈間がコードで事前定義

⾃律性 Autonomy
モデルが実⾏時に推論

Workflows Agents

決定的
ワークフロー

オーケストレーション型
ワークフロー

反応型
エージェント

⾃律マルチ
エージェント

出典: Anthropic「Building Effective Agents」(2024) ∕ Machine Learning Mastery (2026)
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LLM活⽤のフロンティアであるコーディング領域のみ、エージェント委任型に振れる

⾃動承認(委任型)の利⽤割合(※) 委任型の⼈への確認タイミング

※出典: Anthropic Economic Index, 2025-04-28（Claude Code / Claude.ai 計50万件、2025-04-06〜13） 
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ワークフロー⾃体は⼈間の設計で補う⾜場であり、モデルの進化を鑑みると委任型に振れる

業務に必要な信頼性ライン

⾜場
（workflow）

モデル

現在

⾜場は薄くなる

モデル

モデル進化後

モデル進化


